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『
日
本
ア
ジ
ア
研
究
』
第
十
五
号
（
二
〇
一
八
年
三
月
） 

  

千
利
休
の
身
分
と
人
物
像
に
関
す
る
一
考
察 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

趙
亜
男 

[

論
文
要
旨]

  

 

茶
聖
と
称
さ
れ
る
千
利
休
に
関
す
る
研
究
は
、
わ
び
茶
の
発
展
と
定
着
に
立
て
た
功
績
な
ど
茶
の
湯
を
対
象
と
し
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
ま
た
、

豊
臣
秀
吉
の
命
令
に
よ
る
利
休
の
切
腹
に
多
く
の
注
目
が
集
め
ら
れ
て
い
る
一
方
で
、
こ
の
原
因
に
関
す
る
定
論
が
ま
だ
出
て
い
な
い
。
筆
者
は
、
茶
人
で

あ
っ
た
利
休
が
当
時
の
天
下
人
で
あ
っ
た
豊
臣
秀
吉
に
切
腹
に
よ
る
死
を
命
じ
ら
れ
た
こ
と
よ
り
、
利
休
の
身
分
が
単
な
る
一
介
の
茶
人
だ
け
で
は
な
い
こ

と
に
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
も
そ
も
、
利
休
の
研
究
に
お
い
て
は
、
利
休
の
身
分
や
人
物
像
を
対
象
と
し
た
も
の
は
少
な
い
た
め
、
本
稿
で
は
利

休
の
生
涯
を
紹
介
し
た
う
え
、
売
買
・
文
化
・
宗
教
・
政
治
と
い
う
四
つ
の
側
面
か
ら
利
休
の
身
分
と
人
物
像
を
考
察
し
て
み
た
。 

 

そ
の
結
果
、
利
休
が
商
人
・
茶
人
・
禅
人
・
政
治
関
係
者
と
い
う
多
重
身
分
を
持
っ
て
い
た
重
要
な
人
物
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
と
同
時
に
、
利
休
の
人

物
像
の
多
面
性
も
伺
う
こ
と
が
で
き
た
。
本
稿
は
、
わ
び
茶
の
大
成
者
と
し
て
こ
れ
ま
で
神
聖
視
さ
れ
て
き
た
利
休
に
つ
い
て
、
無
視
さ
れ
て
い
る
身
分
と

人
物
像
の
考
察
を
通
じ
て
、
利
休
の
実
像
と
社
会
的
側
面
の
解
明
を
目
的
と
し
た
。 

キ
ー
ワ
ー
ド
：
千
利
休 

身
分 

人
物
像 

                                          

                        

 
 

ち
ょ
う
・
あ
な
ん
、
埼
玉
大
学
大
学
院
文
化
科
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
退
学 
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一 

は
じ
め
に 

  

千
利
休
は
茶
の
湯
の
大
成
者
と
し
て
、
日
本
国
内
は
い
う
ま
で
も
な
く
、

海
外
で
も
名
が
高
い
。
珠
光
と
紹
鴎
に
継
い
で
侘
茶
の
発
展
と
定
着
に
お

い
て
大
き
な
功
績
を
立
て
た
こ
と
か
ら
、
茶
の
湯
研
究
で
は
論
及
せ
ざ
る

を
得
な
い
人
物
で
も
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、
歴
史
学
者
で
あ
る
桑
田
忠
親

氏
・
芳
賀
幸
四
郎
氏
を
代
表
と
す
る
研
究
者
た
ち
が
千
利
休
に
ま
つ
わ
る

実
績
を
残
し
て
お
り
、
利
休
研
究
の
た
め
の
堅
実
な
基
盤
を
築
い
た
。
近

年
の
利
休
研
究
に
お
い
て
は
、
茶
道
の
研
究
家
で
あ
る
筒
井
紘
一
氏
・
谷

端
昭
夫
氏
を
は
じ
め
と
す
る
研
究
者
が
、
相
次
い
で
利
休
関
連
の
著
書
を

出
版
し
、
新
し
い
見
解
を
示
し
つ
つ
あ
る
。 

 

今
ま
で
の
千
利
休
研
究
に
お
い
て
、
彼
の
茶
の
湯
で
の
功
績
の
次
に
、

注
目
を
集
め
て
き
た
事
柄
は
豊
臣
秀
吉
の
命
令
に
よ
る
切
腹
で
あ
ろ
う
。

と
い
う
の
は
、
こ
の
切
腹
の
原
因
が
推
測
の
域
を
脱
し
て
お
ら
ず
、
未
だ

定
説
が
な
い
こ
と
が
一
の
要
因
で
あ
る
の
だ
が
、
利
休
の
切
腹
に
は
そ
の

ほ
か
に
も
特
異
事
象
が
多
く
み
ら
れ
る
か
ら
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

近
年
、
福
井
幸
男
氏
が
利
休
の
切
腹
の
特
異
性
を
分
析
し
た
論
文
「
千
利

休
の
切
腹
の
状
況
お
よ
び
原
因
に
関
す
る
一
考
察
（
そ
の
２
）
」
一

で
は
、

利
休
の
切
腹
の
特
異
性
に
つ
い
て
具
体
的
に
八
項
目
の
事
象
を
提
示
し

て
い
る
。 

 

利
休
の
切
腹
の
こ
と
に
つ
い
て
、『
墨
海
山
筆
』
の
「
利
休
伝
」
に
は
、

「
一
条
戻
り
橋
に
獄
門
に
か
け
、
大
徳
寺
山
門
の
上
に
置
た
る
利
休
が
木

像
を
、
柱
を
立
て
結
付
け
、
利
休
が
首
を
鈕
が
け
に
の
せ
て
、
木
像
に
踏

                                        

                        

 

一

福
井
幸
男
「
千
利
休
の
切
腹
の
状
況
お
よ
び
原
因
に
関
す
る
一
考
察
（
そ
の
２
）

―
切
腹
状
況
に
お
け
る
特
異
性
の
分
析
・
検
討
な
ら
び
に
切
腹
の
公
示
罪
状
と
切

腹
原
因
の
真
相
解
明
に
向
け
て
―
」『
桃
山
学
院
大
学
人
間
科
学
』
四
十
二
号
（
桃

山
学
院
大
学
人
間
科
学
会
、
二
〇
一
二
年
三
月
）
三
十
七
～
三
十
八
頁
。 

せ
て
曝
さ
る
。
毎
日
の
見
物
、
群
衆
を
な
す
と
い
ふ
。
」
と
あ
る
。
当
時

の
天
下
人
で
あ
っ
た
豊
臣
秀
吉
に
茶
人
で
あ
っ
た
利
休
が
切
腹
に
よ
る

死
を
命
じ
ら
れ
た
ほ
か
、
一
条
戻
り
橋
で
梟
首
ま
で
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

当
時
の
利
休
と
秀
吉
と
の
関
係
が
相
当
程
度
悪
化
し
、
利
休
が
単
な
る
茶

人
で
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

利
休
が
一
茶
人
と
見
な
さ
れ
て
き
た
た
め
、
利
休
の
茶
人
と
し
て
の
側

面
を
中
心
に
と
ら
え
た
研
究
が
多
く
な
さ
れ
て
き
た
反
面
、
当
時
の
社
会

に
お
い
て
、
利
休
の
人
が
ど
の
よ
う
な
身
分
と
人
物
像
を
持
っ
て
い
た
の

か
と
い
う
こ
と
に
関
す
る
研
究
は
あ
ま
り
見
当
た
ら
な
い
。
そ
こ
で
本
稿

で
は
、
利
休
文
書
を
は
じ
め
茶
会
記
な
ど
の
関
連
資
料
を
用
い
て
、
利
休

の
身
分
と
人
物
像
を
考
察
し
、
彼
の
社
会
的
側
面
を
解
明
し
て
い
き
た
い
。 

 

二 

利
休
の
身
分
の
多
重
性 

 

１
．
利
休
の
生
涯 

  

利
休
が
生
ま
れ
て
か
ら
亡
く
な
る
ま
で
の
出
来
事
に
つ
い
て
、
『
千
利

休
由
緒
書
』
の
利
休
の
項
に
、
「
千
與
平
衛
と
申
候
而
堺
今
市
町
に
て
商

家
に
罷
成
候
其
子
與
四
郎
と
申
候 

而
今
市
町
に
て
商
賣
仕
候
處
茶
道

を
す
き
候 

而
後
に
武
野
紹
鷗
弟
子
と
罷
成
剃
髪
い
た
し
千
宗
易
と
名

乘
申
候
」
二

と
記
さ
れ
て
い
る
。
加
え
て
『
千
家
系
譜
』
と
『
墨
海
山
筆
』

に
収
録
さ
れ
て
い
る
「
利
休
伝
」
に
お
い
て
、
利
休
が
大
永
二
年
（
一
五

二
二
）
和
泉
国
堺
納
屋
衆
の
一
家
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
、
幼
名
を
与
四

郎
と
称
し
、
父
は
田
中
与
兵
衛
（
法
名
は
一
忠
了
專
と
い
う
）
で
あ
り
、

母
は
月
岑
妙
珍
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

天
文
七
年
（
一
五
三
八
）
、
利
休
が
十
七
才
の
こ
ろ
、
堺
の
有
名
な
茶

                                        

                        

 

二 

高
木
文
『
茶
聖
利
休
居
士
記
録
』（
一
九
四
〇
年
）。 
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人
で
あ
っ
た
北
向
道
陳
（
一
五
〇
四
～
一
五
六
二
）
を
師
と
し
て
茶
の
湯

の
稽
古
を
は
じ
め
、
二
年
後
、
北
向
道
陳
の
紹
介
で
、
当
時
の
名
高
い
茶

人
で
あ
っ
た
武
野
紹
鴎
（
一
五
〇
二
～
一
五
五
五
）
の
門
下
に
入
り
、
紹

鴎
に
師
事
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
古
田
織
部
研
究
家
で
あ
る
久
野
治
に
よ

る
と
、
利
休
は
茶
の
湯
に
接
し
て
か
ら
数
年
後
の
二
十
三
歳
ま
で
、
与
四

郎
の
名
前
を
使
っ
て
い
た
。
三 

 

ま
た
、
天
文
十
四
年
（
一
五
四
五
）
、
利
休
が
二
十
四
歳
の
時
に
堺
の

大
徳
寺
第
九
十
世
で
あ
る
大
林
宗
套
か
ら
「
宗
易
」
の
法
名
を
授
か
る
。

そ
し
て
天
正
十
三
年
（
一
五
八
五
）
に
行
わ
れ
た
禁
中
茶
会
で
「
利
休
」

と
い
う
居
士
号
を
勅
賜
さ
れ
る
ま
で
「
宗
易
」
を
諱
と
し
た
。 

 

元
亀
元
年
（
一
五
七
〇
）
ご
ろ
、
今
井
宗
久
の
推
薦
に
よ
っ
て
、
利
休

は
天
下
人
で
あ
る
織
田
信
長
に
茶
の
湯
の
道
で
仕
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
の
五
年
後
の
天
正
三
年
（
一
五
七
五
）
に
、
信
長
の
茶
頭
に
な
っ
た
の

だ
が
、
天
正
十
年
（
一
五
八
二
）
の
本
能
寺
の
変
で
、
信
長
が
自
害
し
、

そ
の
後
継
の
地
位
に
就
い
た
秀
吉
に
奉
仕
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
僅
か

九
年
後
の
天
正
十
九
年
（
一
五
九
一
）
に
、
利
休
は
秀
吉
の
命
令
で
切
腹

し
て
生
涯
を
閉
じ
た
の
で
あ
る
。 

 

前
述
し
て
き
た
利
休
の
生
涯
か
ら
概
ね
わ
か
る
こ
と
は
、
利
休
が
商
人

の
家
系
に
生
ま
れ
な
が
ら
も
、
青
年
の
こ
ろ
か
ら
茶
の
湯
の
道
に
関
わ
る

な
か
で
、
大
徳
寺
の
禅
僧
と
も
交
流
を
持
ち
、
そ
れ
を
通
じ
て
織
田
信
長

と
豊
臣
秀
吉
と
い
う
二
人
の
天
下
人
に
仕
え
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。 

 

さ
て
、
利
休
は
茶
人
以
外
の
面
と
し
て
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
側
面

を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
疑
問
を
解
く
た
め
に
、
さ
き
に
挙

げ
た
関
係
史
料
を
用
い
て
利
休
の
活
動
に
つ
い
て
考
察
し
、
彼
の
身
分
の

多
重
性
と
多
面
性
も
っ
た
人
物
像
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
。 

                                        

                        

 

三 

久
野
治
『
千
利
休
よ
り
古
田
織
部
へ
』（
鳥
影
社
、
二
〇
〇
六
年
）
一
一
五
頁

「
千
利
休
年
譜
」
を
参
照
し
た
。 

 

２
．
商
人
と
し
て
の
利
休 

  

前
節
で
も
触
れ
て
き
た
が
、
利
休
は
納
屋
衆
の
一
家
に
生
ま
れ
、
商
人

出
身
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。
納
屋
と
は
倉
庫
業
を
生
業
と
す

る
商
人
の
屋
号
で
あ
る
が
、
現
存
し
て
い
る
関
連
史
料
が
少
な
く
、
制
限

が
あ
る
た
め
、
利
休
の
家
族
の
商
売
に
つ
い
て
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
未

だ
に
定
論
が
出
て
い
な
い
。 

 

こ
こ
で
当
時
の
堺
全
体
の
経
済
状
況
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
応
仁

元
年
（
一
四
六
七
）
に
起
き
た
応
仁
の
乱
に
お
い
て
、
繁
栄
し
て
い
た
兵

庫
港
が
戦
場
と
な
り
衰
退
し
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
代
替
港
と
し
て
堺
は

繁
栄
す
る
こ
と
に
な
る
。 

 

そ
の
九
年
後
の
文
明
八
年
四
月
十
一
日
（
一
四
七
六
）
に
、
遣
明
船
が

堺
港
か
ら
出
航
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
と
し
て
日
明
勘
合
貿
易
が
復
活

し
、
堺
は
博
多
に
比
肩
で
き
る
対
明
貿
易
の
拠
点
に
発
展
し
た
。 

 

そ
の
後
、
天
文
十
年
（
一
五
四
一
）
に
明
に
対
す
る
出
港
が
停
止
さ
れ
、

堺
商
人
は
大
陸
貿
易
の
か
わ
り
に
南
蛮
貿
易
を
開
始
し
た
。 

 

貿
易
に
お
い
て
、
銀
、
銅
、
硫
黄
、
刀
剣
、
釜
、
薬
缶
、
漆
器
、
屏
風
、

扇
子
等
を
輸
出
し
、
生
糸
を
は
じ
め
絹
、
綾
、
香
木
、
鉄
砲
、
硝
薬
な
ど

を
輸
入
す
る
こ
と
で
、
堺
商
人
た
ち
は
巨
利
を
獲
得
し
、
そ
れ
を
も
と
で

に
国
内
商
業
を
支
配
す
る
実
力
を
持
つ
に
至
っ
た
。 

 

さ
て
、
利
休
は
一
体
ど
の
よ
う
な
商
売
を
営
ん
で
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
を
紐
解
く
た
め
に
ま
ず
、
信
憑
性
が
高
い
利
休
の
書
簡
か
ら
考
察
し

て
み
た
い
。 

 
芳
賀
幸
四
郎
氏
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
「
桑
田
氏
の
苦
心
の
編
著
『
利
休

の
書
翰
』
四

に
は
、
利
休
の
自
筆
書
状
な
い
し
古
写
と
見
な
さ
れ
る
も
の

                                        

                        

 

四 

桑
田
忠
親
『
定
本 

千
利
休
の
書
翰
』（
東
京
堂
出
版
、
一
九
七
一
年
）。 
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約
百
六
十
通
を
収
録
し
て
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
約
三
十
通
の
内
容
が
直
接

あ
る
い
は
間
接
に
墨
跡
・
掛
絵
・
風
呂
・
釜
・
花
入
・
茶
碗
・
茶
入
・
茶

杓
な
ど
の
道
具
の
目
き
き
・
修
理
・
周
旋
な
ど
に
関
係
あ
る
も
の
で
あ

る
。
」
五 
と
い
う
利
休
と
茶
道
具
と
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ

る
。
利
休
が
織
田
信
長
と
豊
臣
秀
吉
の
茶
頭
と
し
て
仕
え
て
い
た
こ
と
を

鑑
み
る
と
、
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
茶
道
具
に
関
わ
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
は

何
ら
不
思
議
な
こ
と
で
は
な
い
。
次
に
挙
げ
る
具
体
的
な
例
を
踏
ま
え
る

と
、
茶
道
具
は
利
休
に
と
っ
て
単
な
る
茶
会
で
用
い
ら
れ
る
道
具
と
い
う

だ
け
の
存
在
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
天
正
十
四
年
あ
る
い
は
そ
れ
以

降
と
推
察
さ
れ
る
宛
名
不
明
の
書
状
に
つ
い
て
み
て
み
た
い
。 

 

急
度
申
候
。
御
知
音
の
中
に
茶
四
斤
、
三
斤
半
程
の
渡
壺
所
望
、 

金
十
に
て
も
、
又
十
二
、
三
に
て
も
、
よ
き
が
所
望
候
。
さ
る
御 

か
た
よ
り
の
御
所
望
に
て
候
。
誰
人
も
被
尋
候
て
、
南
北
之
内
、 

 
 

御
才
覚
専
用
ニ
候
。
茶
之
前
に
て
候
間
、
急
度
ほ
し
く
候
。
二
つ 

も
所
望
候
。
又
、
金
五
つ
計
の
も
所
望
候
。
是
も
わ
た
り
に
て
候
。 

恐
々
謹
言
。
六 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

利
休 

 
 

 

二
月
二
十
三
日 
 

 
 
 
 
 

宗
易
（
花
押
） 

 

 

「
金
子
十
枚
で
も
、
十
二
、
三
枚
と
引
き
か
え
で
も
よ
ろ
し
い
。
好
ま

し
い
壺
が
ほ
し
い
の
で
す
。
さ
る
御
方
の
御
所
望
で
す
。
だ
れ
に
で
も
お

尋
ね
に
な
っ
て
、
堺
の
町
の
南
北
、
い
ず
れ
に
て
も
、
さ
が
し
求
め
て
い

                                        

                        

 

五 

芳
賀
幸
四
郎
『
千
利
休
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
九
年
十
二
月
）
二
七
七
頁
。 

六 

桑
田
忠
親
『
定
本 

千
利
休
の
書
翰
』（
東
京
堂
出
版
、
一
九
七
一
年
）
一
五

一
号
書
状
、
三
五
五
頁
。
桑
田
忠
親
『
利
休
の
書
簡
』（
河
原
書
店
、
一
九
六
一

年
）
一
一
〇
号
書
状
。 

た
だ
き
た
い
。
茶
事
を
控
え
て
お
り
ま
す
ゆ
え
、
急
い
で
お
願
い
し
た
い

の
で
す
」
七 

 

こ
の
内
容
か
ら
、
利
休
が
誰
か
の
依
頼
に
よ
り
渡
来
物
の
葉
茶
壷
、
い

わ
ゆ
る
呂
宋
壺
の
入
手
に
力
を
尽
く
し
て
い
る
こ
と
と
、
こ
の
依
頼
人
が

そ
の
壺
の
入
手
を
切
に
望
ん
で
い
る
気
持
ち
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き

る
で
あ
ろ
う
。 

 

ま
た
、
天
正
十
六
年
閏
五
月
十
九
日
と
判
定
さ
れ
る
博
多
の
豪
商
島
井

宗
室
宛
て
の
書
状
に
は
、 

 

就
一
軸
之
儀
、
御
諚
之
趣
、
態
以
飛
脚
申
入
候
。
最
前
北
野
茄
子
に

金
子
五
十
枚
相
副
可
被
下
之
由
、
雖
被
仰
出
候
、
其
方
に
茄
子
所
持

之
段
申
上
候
之
処
、
重
而
又
、
金
子
五
十
枚
に
般
若
壺
可
被
下
之
由
、

御
諚
に
候
。
右
之
壺
者
、
利
休
自
平
野
道
是
三
十
枚
に
と
り
申
候
。

其
方
に
壺
無
御
用
候
者
、
於
此
方
、
金
子
三
十
枚
に
売
候
て
、
可
進

之
候
。
今
程
に
て
、
金
一
枚
五
百
目
宛
に
候
。
然
者
、
弐
千
貫
に
相

当
申
候
。
縦
少
御
存
分
に
無
之
候
共
、
関
白
様
へ
御
用
捨
た
る
へ
く

候
間
、
御
同
心
、
尤
候
。
八 

 

と
あ
る
。
こ
れ
ら
二
つ
の
利
休
が
出
し
た
書
状
の
文
面
を
見
る
と
、
利
休

は
茶
道
具
売
買
仲
介
者
と
し
て
茶
道
具
の
購
入
に
関
す
る
交
渉
や
斡
旋

を
行
う
役
割
を
果
た
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。 

 

な
お
、
利
休
を
切
腹
に
導
い
た
一
つ
の
理
由
か
ら
も
手
が
か
り
が
つ
か

め
る
。
そ
の
理
由
と
は
、
興
福
寺
の
子
院
多
聞
院
の
住
僧
英
俊
に
よ
り
書

                                        

                        

 
七 

同
上
、
二
四
九
頁
。 

八 

桑
田
忠
親
『
定
本 

千
利
休
の
書
翰
』（
東
京
堂
出
版
、
一
九
七
一
年
）
一
八

〇
号
書
状
、
四
二
〇
頁
。
桑
田
忠
親
『
利
休
の
書
簡
』（
河
原
書
店
、
一
九
六
一

年
）
一
三
〇
号
書
状
。 
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か
れ
た
『
多
聞
院
日
記
』
の
天
正
十
九
年
二
月
二
十
八
日
の
条
に
、 

 
ス
キ
者
ノ
宗
益
今
暁
腹
切
了
ト
、
近
年
新
儀
ノ
道
具
共
用
意
シ
テ
高

直
ニ
ウ
ル
。
マ
イ
ス
ノ
頂
上
也
ト
テ
歟
、
以
外
関
白
殿
御
腹
立 

 

と
あ
り
、
ま
た
『
晴
豊
公
記
』
に
は 

 

茶
の
湯
道
具
新
物
共
、
く
わ
ん
た
い
に
と
り
か
わ
し
九 

 

と
あ
る
よ
う
に
、
利
休
が
安
い
茶
道
具
を
高
値
で
売
る
と
い
う
売
僧
の
営

為
が
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
資
料
の
「
関
白
殿
御
腹
立
」
と

い
う
文
面
か
ら
関
白
秀
吉
が
利
休
の
行
い
に
対
し
て
立
腹
し
た
こ
と
が

よ
み
と
れ
る
。
し
か
し
、
利
休
の
死
の
原
因
に
関
す
る
先
行
研
究
の
中
で

は
、
利
休
が
切
腹
を
命
じ
ら
れ
た
直
接
な
要
因
と
し
て
疑
い
を
持
た
さ
れ

て
い
る
。 

 

天
正
十
二
年
九
月
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
宛
名
不
明
の
利
休
の
書
状

に
は
、
「
次
に
聿
を
細
々
被
下
候
と
て
、
慶
半
喜
候
。
同
者
、
銀
を
御
そ

へ
候
は
は
、
猶
々
可
然
候
。
」
と
、
天
正
十
四
あ
る
い
は
十
五
年
ご
ろ
の

も
の
と
推
定
さ
れ
る
芝
山
監
物
あ
て
の
書
状
の
「
雁
塩
引
な
ど
は
下
さ
れ

候
て
も
入
り
申
さ
ず
候
。
自
然
、
銀
子
な
ど
候
は
ば
一
折
給
ふ
べ
く
候
。
」

と
あ
る
よ
う
に
、
利
休
が
金
銭
利
益
に
拘
っ
て
い
る
商
人
の
一
面
も
が
み

え
る
。
桑
田
忠
親
氏
は
、
こ
れ
を
利
休
の
諧
謔
性
一
〇

の
表
現
で
あ
る
と

                                        

                        

 

九 

竹
内
理
三
編
『
増
補
続
史
料
大
成
』
第
九
巻
（
臨
川
書
房
、
一
九
六
七
年
）

三
三
一
頁
。 

一
〇 

桑
田
忠
親
『
利
休
の
書
簡
』（
河
原
書
店
、
一
九
六
一
年
）
で
は
「
お
も
し

ろ
い
手
紙
で
あ
る
と
い
う
の
は
、
こ
こ
に
、
利
休
の
諧
謔
性
が
あ
ら
わ
さ
れ
て
い

る
か
ら
で
も
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
最
近
、
鈴
木
半
茶
氏
が
特
に
力
説
し
て

論
述
す
る
一
方
、
芳
賀
幸
四
郎
氏
は
「
利
休
は
、
わ
び
茶
人
と
い
う
と
こ

ろ
か
ら
一
般
に
連
想
さ
れ
偶
像
視
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
、
寡
欲
恬
淡
な
隠

者
的
存
在
に
つ
き
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
半
面
、
旺
盛
な
営
利
観
念
と
あ

ぶ
ら
ぎ
っ
た
俗
物
根
性
の
持
主
で
も
あ
っ
た
」
一
一 

と
い
う
こ
と
を
提
示

し
て
い
る
。
こ
の
両
氏
の
観
点
は
相
反
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
よ
う
に
み

え
る
が
、
あ
る
意
味
両
立
し
て
利
休
は
ユ
ー
モ
ア
と
実
利
を
追
う
両
面
を

同
時
に
あ
わ
せ
も
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
芳
賀
が
利
休
の
商
売
に

つ
い
て
、
「
彼
は
複
雑
か
つ
幅
の
広
い
人
物
で
、
茶
器
の
売
買
や
周
旋
な

ど
で
、
相
当
の
利
潤
を
お
さ
め
て
い
た
こ
と
は
事
実
で
あ
ろ
う
。
」
一
二 

と

い
う
こ
と
を
参
考
に
、
茶
道
具
の
売
買
や
仲
介
者
と
し
て
売
買
の
中
間
で

交
渉
や
斡
旋
な
ど
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。 

 

こ
の
茶
道
具
の
商
売
に
つ
い
て
、
永
禄
六
年
（
一
五
六
三
）
に
日
本
で

布
教
活
動
を
開
始
し
た
宣
教
師
の
フ
ロ
イ
ス
は
、「
三
千
、
四
千
、
五
千
、

八
千
、
一
万
ク
ル
サ
ー
ド
の
価
の
そ
う
し
た
器
は
多
数
あ
っ
て
、
そ
れ
ら

を
売
買
す
る
の
は
日
常
の
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
そ
れ
は
公
の

場
所
で
販
売
さ
れ
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
」
一
三 

と
述
べ
て
い
る
。
こ

れ
に
よ
り
、
当
時
の
茶
道
具
の
売
買
は
市
場
な
ど
の
オ
ー
プ
ン
な
場
で
の

公
的
な
取
引
で
は
な
く
、
仲
介
者
が
入
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
売
り
買
い

す
る
こ
と
は
取
引
者
同
士
で
価
格
を
取
り
決
め
る
よ
う
な
私
的
な
取
引

で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
茶
道
具
を
必
要
と
し
て
い
た
階
層
は
、

                                        

                                        

                                        

 

 

い
ら
れ
る
が
、
私
も
、
氏
の
説
に
同
感
だ
。
銀
子
が
ほ
し
い
―
な
ど
と
い
う
の
も
、

こ
れ
を
諧
謔
と
み
れ
ば
、
全
く
、
問
題
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。
」
と
論
述
し
て
い

る
。 

一
一 

芳
賀
幸
四
郎
『
千
利
休
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
九
年
）
二
八
二
頁
。 

一
二 

注
一
一
に
同
じ
。 

 

一
三 

ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
『
フ
ロ
イ
ス
日
本
史
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
八
一
年
）
、

巻
三
、
二
七
一
頁
。 
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武
士
や
貴
族
な
ど
の
権
力
者
に
属
す
る
者
や
茶
人
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の

人
々
は
市
な
ど
オ
ー
プ
ン
な
場
で
茶
道
具
を
購
入
す
る
こ
と
は
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
利
休
の
茶
道
具
の
売
買
も
所

有
者
と
購
入
希
望
者
の
間
で
行
わ
れ
る
私
的
な
売
買
活
動
で
も
あ
っ
た
。 

 

以
上
、
利
休
が
茶
の
湯
の
道
の
探
究
だ
け
で
は
な
く
、
茶
道
具
の
売
買

も
営
ん
で
い
た
こ
と
や
、
そ
の
際
に
は
一
般
商
人
の
よ
う
に
営
利
観
念
を

持
っ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
論
述
し
て
き
た
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
利
休
が

塩
漬
け
の
魚
を
営
業
し
、
堺
の
納
屋
衆
と
し
て
納
屋
を
貸
し
付
け
る
商
売

を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
、
『
千
利
休
由
緒
書
』
と
利
休
自
筆
と
い
わ
れ
る

譲
り
状
か
ら
も
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
こ
れ
以
外
の
関
連

資
料
が
見
当
た
ら
な
い
た
め
に
そ
の
真
偽
は
定
か
で
は
な
い
。
し
た
が
っ

て
、
利
休
の
商
売
活
動
に
つ
い
て
、
私
的
な
茶
道
具
売
買
を
行
っ
て
い
た

こ
と
は
資
料
に
よ
っ
て
確
信
を
も
つ
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
の
一
方
で
、

茶
道
具
以
外
の
品
物
に
関
す
る
公
的
な
売
買
活
動
へ
の
関
与
に
つ
い
て

は
未
だ
不
明
で
あ
る
。 

 

し
か
し
な
が
ら
、
先
に
挙
げ
た
利
休
の
書
状
の
分
析
か
ら
、
茶
人
利
休

だ
け
で
は
な
く
商
人
利
休
と
し
て
の
実
像
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
こ
と

が
で
き
た
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。 

 

３
．
禅
人
と
し
て
の
禅
宗
信
仰
の
追
求
と
商
人
と
し
て
の
名
利
の
追
求 

  

こ
こ
で
は
、
禅
宗
と
利
休
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
く
。
墨

跡
か
ら
利
休
の
禅
宗
信
仰
を
考
察
す
る
た
め
に
、
ま
ず
茶
会
記
に
収
録
さ

れ
て
い
る
利
休
茶
会
を
す
べ
て
抽
出
し
て
、
茶
会
に
使
用
さ
れ
た
掛
物
の

情
報
を
収
集
し
た
。
筒
井
氏
に
よ
る
と
、
信
憑
性
の
低
い
と
い
わ
れ
て
い

る
『
今
井
宗
久
茶
湯
日
記
抜
書
』
と
『
利
休
百
会
記
』
を
除
い
て
、
『
天

王
寺
屋
会
記
』、『
松
屋
会
記
』
と
『
宗
湛
日
記
』
を
調
べ
た
結
果
、
利
休

が
催
し
た
茶
会
は
五
十
二
会
一
四 

あ
る
。
そ
の
う
ち
掛
物
の
記
述
が
あ
る

                                        

                        

 

一
四 

【
利
休
茶
会
付
録
】  

 
 

 
 

天
文
六
年
十
三
日 

 
 
 
 

久
政 

 
 
 
 

天
目 

天
文
十
三
年
二
十
七
日 

 
 

□
久
政 

 
 
 

珠
光
茶
碗 

天
文
十
五
年
正
月
十
二
日
朝 

宗
湛 

宗
傳 

 

井
戸
茶
碗 

天
文
十
五
年
六
月
十
四
日
晝 

 
 
 
 
 
 
 

ヤ
キ
茶
碗 

天
文
廿
四
年
正
月
六
日
朝 

 

達 

好 

弥
三 

珠
光
茶
碗 

弘
治
二
年
十
二
月
十
九
日 

 

達 

了
雲 

 
 

珠
光
茶
碗 

弘
治
三
年
十
二
月
一
日 

 
 

開 

達 
 
 
 

珠
光
茶
碗 

永
禄
二
年
廿
三
日
朝 

 
 
 

紹
佐 

久
政 

 

珠
光
茶
碗 

永
禄
三
年
十
二
月
六
日
朝 

 

達 

陳 

久 
 

建
盞 

永
禄
五
年
五
月
廿
七
日
朝 

 

達 

好 

閑 
 

天
目 

 

圜
悟 

永
禄
六
年
十
二
月
一
日
朝 

 

達 

巴 
 
 
 

只
天
目 

圜
悟 

永
禄
八
年
六
月
四
日
晝 

 
 

城 

達 

閑 

三 

閑 

通 

雲 

叱 

巴 

永
禄
九
年
九
月
十
日
晩 

 
 

宗
仲 

宗
及 

 

高
麗
茶
碗 

永
禄
九
年
十
一
月
廿
三
日
宵 

宗
二 

等
兌 

宗
及 

新
五 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

高
麗
茶
碗 

永
禄
九
年
十
一
月
廿
八
日
朝 

宗
及 

新
五 

 

灰
被
茶
碗 

圜
悟 

永
禄
九
年
十
二
月
十
日
晩 

 

及 

兌 

二 
 

 

永
禄
九
年
十
二
月
十
八
日
晩 

市
町
衆 

永
禄
九
年
十
二
月
廿
七
日
晝 

及 

新 

五 

永
禄
十
年
十
月
廿
八
日 

 
 

 

永
禄
十
年
十
二
月
三
日
朝 

 

宗
二 

宗
及 

新
五 

建
盞 

墨
跡 

永
禄
十
年
十
二
月
廿
四
日
晝 

新
五 

宗
二 

宗
及 

 
 
 

永
禄
十
年
十
二
月
廿
六
日
朝 

鉢
屋
紹
佐 

正
通 

久
政 

高
麗
茶
碗 

 
 

永
禄
十
一
年
正
月
三
日
晝 

 

叱 

仲 

及 
 

永
禄
十
一
年
霜
月
十
二
日
晝 

道
巴 

宗
及 

 
 
 

建
盞 

永
禄
十
二
年
三
月
五
日
朝 

道
叱 

道
巴 

宗
及 

開
山
墨
跡 

高
麗
茶
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碗 永
禄
十
二
年
十
一
月
廿
三
日
朝 

 

宗
及 

 
 
 
 
 
 

建
盞 

天
目 

永
禄
十
三
年
正
月
一
日
晩 

 
 
 

宗
二 

及 
 
 
 
 
 

高
麗
茶
碗 

永
禄
十
三
年
二
月
三
日
朝 

 
 
 

隆
仙 

道
叱 

宗
及 

墨
跡 

建
盞 

永
禄
十
三
年
十
一
月
十
八
日
朝 

 

隆
仙 

道
叱 

宗
及 

建
盞 

天
目 

元
亀
二
年
正
月 

 
 
 
 
 
 
 

道
叱 

道
設 

宗
二 

宗
及 

元
亀
二
年
十
二
月
朔
日 

 
 
 
 

隆
仙 

道
叱 

及 
 
 
 

只
天
目 

元
亀
三
年
正
月
十
四
日
晝 

 
 
 

隆
仙 

道
叱 

宗
及 

 
 

 

元
亀
三
年
十
二
月
廿
七
日
朝 

 
 

宗
圭 

道
察 

宗
及 

 
 

只
天
目 

天
正
元
年
十
二
月
廿
八
日
朝 

 
 

了
雲 

宗
訥 

及 
 
 
 

建
盞 

天
正
二
年
十
二
月
九
日
朝 

 
 
 

叱 

訥 

及 

天
正
四
年
正
月
十
日 

 
 
 
 
 

道
叱 

宗
訥 

及 
 
 
 

 

天
正
四
年
七
月
廿
九
日
晝 

 
 
 

叱 
無 
及 

新
太 

 

伊
勢
天
目 

天
正
四
年
十
二
月
五
日
朝 

 
 
 

宗
無 
及 
 
 
 
 
 

伊
勢
天
目 

天
正
五
年
七
月
七
日
朝 

 
 
 
 

隆
仙 

道
叱 
及 

 
 

小
鳥
天
目 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

高
麗
茶
碗 

天
正
五
年
十
月
晦
日
朝 

 
 

宗
久 

宗
無 

宗
及 

宗
瓦 

伊
勢
天
目 

天
正
六
年
六
月
廿
七
日
朝 

 
 

二 

無 

及 

小
鳥
天
目 
高
麗
茶
碗 

天
正
七
年
正
月
廿
六
日
朝 

 
 

宗
及 

宗
二 

 
 
 
 
 

灰
被
天
目 

天
正
七
年
四
月
廿
二
日
朝 
 
 

道
叱 

宗
及 

宗
二 

 
 

灰
被
天
目 

天
正
七
年
九
月
一
日
晝 

 
 
 

本
住
房 

宗
二 

宗
及 

 

小
弓
茶
碗 

天
正
七
年
十
一
月
廿
日
朝 

 
 

宗
及 

道
和 

 
 

天
目 

高
麗
茶
碗 

天
正
八
年
十
二
月
九
日
朝 

 
 

宗
及 

宗
二 

 
 
 

東
陽
徳
輝
墨
跡 

天
正
十
年
十
二
月
廿
八
日
朝 

 

宗
二 

及 
 
 
 
 

古
渓
宗
陳
墨
跡 

天
正
十
一
年
九
月
三
日
朝 

南
宗
和
尚 

海
会
和
尚 

宗
及 

虚
堂
墨
跡 

天
正
十
二
年
十
二
月
廿
九
日
朝 

宗
無 

宗
及 

宗
二 

 
 

瀬
戸
天
目 

天
正
十
三
年
正
月
晦
日 

 
 
 

宗
二 

宗
及 

天
正
十
八
年
九
月
十
日
晝 

 

球
首
座 

宗
湛 

春
甫
文
字 

黒
茶
碗 

天
正
十
八
年
十
月
廿
日
晝 

 
 

宗
湛 

 
 
 
 
 
 
 
 

黒
茶
碗 

の
は
十
会
で
、
そ
れ
ら
を
年
代
順
に
並
べ
る
と
、
「
圜
悟
」
「
圜
悟
」
「
圜

悟
」「
墨
跡
」「
開
山
墨
跡
」「
墨
跡
」「
輝
東
陽
墨
跡
」「
古
溪
墨
跡
」「
虚

堂
墨
跡
」
「
春
甫
文
字
」
と
な
る
。
筒
井
氏
は
利
休
茶
会
に
関
し
て
の
考

察
を
行
っ
て
い
る
。
次
に
氏
の
論
述
を
引
用
し
た
い
。 

  
 

現
在
残
さ
れ
て
い
る
の
は
五
二
会
だ
け
で
あ
る
（『
利
休
百
会
記
』 

と
『
今
井
宗
久
茶
湯
日
記
抜
書
』
は
除
く
）
。
こ
の
内
掛
物
の
記 

述
が
あ
る
の
は
九
会
だ
け
で
あ
っ
た
。
内
容
は
「
圜
悟
」
二
会
、 

「
開
山
墨
跡
」
一
会
、
「
東
陽
徳
輝
」
一
会
、
「
古
溪
墨
跡
」
一 

会
、
「
墨
跡
」
三
会
、
「
春
甫
文
字
」
一
会
だ
け
で
あ
る
。
九
会 

は
す
べ
て
墨
蹟
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
一
五 

 

 

筒
井
氏
と
筆
者
の
調
査
結
果
を
比
較
す
れ
ば
、
「
圜
悟
」
と
「
墨
跡
」

の
使
用
回
数
に
少
し
相
違
が
あ
る
。
ま
た
、
筆
者
の
調
査
結
果
に
は
「
虚

堂
墨
跡
」
の
掛
物
の
記
述
を
含
め
た
た
め
、
十
会
の
記
述
を
数
え
る
こ
と

が
で
き
た
。
こ
れ
は
利
休
茶
会
に
当
た
る
か
ど
う
か
は
さ
て
お
き
、
結
果

と
し
て
は
筒
井
氏
が
提
示
し
た
通
り
、
利
休
茶
会
に
使
用
さ
れ
た
掛
物
は

す
べ
て
墨
蹟
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

 

さ
て
、
記
録
さ
れ
た
墨
蹟
は
ど
う
い
う
も
の
で
あ
る
か
。
少
し
説
明
し

た
い
。 

 

「
圜
悟
」
に
つ
い
て
、『
山
上
宗
二
記
』「
墨
蹟
之
次
第
」
に
は
、
三
幅

だ
け
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
茶
会
記
に
は
、
永
禄
五
年
五
月
廿
七
日
の
朝
、

永
禄
六
年
十
二
月
一
日
の
朝
と
永
禄
九
年
十
一
月
廿
八
日
の
朝
に
催
さ

れ
た
三
回
の
茶
会
に
か
け
ら
れ
た
記
述
一
六 

が
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
永
禄

                                        

                        

 

一
五 

筒
井
紘
一
『
利
休
の
茶
会
』（
角
川
学
芸
出
版
、
二
〇
一
五
年
）
一
一
二
頁
。 

一
六

『
宗
達
茶
湯
日
記 

他
会
記
』
と
『
宗
及
茶
湯
日
記 

他
会
記 

道
具
拝
見 

記
』
を
参
照
。 
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五
年
と
永
禄
九
年
の
茶
会
記
に
は
そ
れ
ぞ
れ
「
廿
五
く
た
り
在
」
と
「
五

十
六
く
た
り
有
、
字
こ
ま
か
也
、
ら
い
し
な
く
候
、
一
文
無
」
と
い
う
詳

し
い
記
述
が
み
ら
れ
る
。
『
山
上
宗
二
記
』
か
ら
は
利
休
が
三
幅
の
「
圜

悟
」
墨
蹟
の
う
ち
の
二
幅
を
所
持
し
て
い
た
か
は
確
定
で
き
な
い
が
、「
開

山
墨
跡
」
も
含
め
れ
ば
、
利
休
の
「
圜
悟
」
墨
蹟
へ
の
こ
だ
わ
り
が
わ
か

る
で
あ
ろ
う
。 

 

ま
た
、
天
正
八
年
か
ら
天
正
十
八
年
ま
で
、
利
休
が
「
輝
東
陽
墨
跡
」

「
古
溪
墨
跡
」「
虚
堂
墨
跡
」「
春
甫
文
字
」
を
そ
れ
ぞ
れ
一
回
ず
つ
使
用

し
た
記
録
も
茶
会
記
に
残
さ
れ
て
い
る
。 

 

次
に
、
利
休
が
主
催
し
た
茶
会
に
は
禅
の
世
界
を
視
覚
化
し
て
い
る
墨

蹟
が
多
く
使
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
利
休
と
禅
宗
と
の
関
連
性
を
見
る

た
め
、
墨
蹟
の
作
者
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
。
な
ぜ
な
ら
、
茶
会
で

使
用
さ
れ
て
い
る
す
べ
て
の
墨
蹟
は
禅
僧
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
か
ら
で

あ
る
。
墨
蹟
の
作
者
に
つ
い
て
考
察
し
た
結
果
、
利
休
茶
会
に
使
用
さ
れ

た
墨
蹟
の
作
者
は
中
国
の
宋
代
の
禅
僧
圜
悟
克
勤
（
一
〇
六
三
～
一
一
三

五
）
、
中
国
の
元
代
の
禅
僧
東
陽
徳
輝
（
生
没
不
明
）
、
大
徳
寺
第
百
十
八

世
住
持
で
あ
る
古
溪
宗
陳
（
一
五
三
二
～
一
五
九
七
）
、
中
国
の
南
宋
時

代
の
禅
僧
虚
堂
智
愚
（
一
一
八
五
～
一
二
六
九
）
、
室
町
時
代
の
禅
僧
春

浦
宗
熙
（
一
四
〇
九
～
一
四
九
六
）
と
い
う
五
人
で
あ
っ
た
。
室
町
・
桃

山
時
代
、
牧
谿
の
唐
絵
や
圜
悟
克
勤
墨
蹟
の
よ
う
な
北
宋
か
ら
南
宋
の
中

国
墨
蹟
が
茶
会
の
主
流
文
化
と
し
て
愛
用
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
日
本

本
土
の
禅
僧
の
墨
蹟
、
特
に
生
存
し
て
い
る
古
溪
宗
陳
の
墨
蹟
は
利
休
が

初
め
て
使
用
し
た
人
物
で
あ
る
。
利
休
の
そ
の
行
為
は
革
新
的
意
義
を
持

つ
も
の
と
な
り
、
利
休
以
降
の
茶
の
湯
文
化
に
お
い
て
影
響
を
及
ぼ
し
続

け
た
。 

 

前
文
で
挙
げ
た
墨
蹟
の
作
者
は
、
臨
済
宗
に
所
属
し
た
禅
僧
で
あ
る
ほ

か
、
日
本
臨
済
宗
の
大
本
山
で
あ
る
大
徳
寺
と
あ
る
程
度
の
関
連
を
持
っ

て
い
た
。
前
節
の
「
利
休
の
生
涯
」
に
は
「
利
休
は
二
十
四
歳
の
時
に
堺

の
大
徳
寺
第
九
十
世
で
あ
る
大
林
宗
套
よ
り
「
宗
易
」
の
法
名
を
授
か
っ

て
か
ら
」
と
あ
る
よ
う
に
、
利
休
と
大
徳
寺
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
言
及

し
て
い
る
。
な
お
、
「
利
休
」
と
い
う
号
は
当
時
参
禅
の
師
で
あ
る
古
溪

宗
陳
か
ら
授
与
さ
れ
た
。
堺
商
人
は
戦
国
末
期
に
な
る
と
、
禅
宗
よ
り
現

世
利
益
を
肯
定
す
る
日
蓮
宗
に
傾
い
た
が
、
利
休
が
日
本
の
禅
僧
及
び
自

分
の
師
の
墨
蹟
を
使
い
続
け
た
の
は
、
茶
の
湯
の
道
を
探
究
す
る
と
と
も

に
、
一
貫
し
て
禅
宗
を
信
仰
し
て
い
た
た
め
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
利
休
が
禅
宗
信
仰
に
徹
し
、
そ
の
信
仰
の
中
で
体
現
し

て
き
た
茶
の
湯
の
姿
勢
が
利
休
茶
会
の
掛
物
か
ら
読
み
と
る
こ
と
が
で

き
る
で
あ
ろ
う
。 

 

と
こ
ろ
で
、
利
休
と
大
徳
寺
と
の
関
係
は
必
ず
し
も
禅
宗
信
仰
に
留
ま

る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
以
下
の
事
柄
か
ら
も
そ
の
一
端
を
知
る
こ
と
が

で
き
る
。
室
町
時
代
の
臨
済
宗
大
徳
寺
派
の
禅
僧
で
あ
る
一
休
宗
純
の
詩

偈
集
『
狂
雲
集
』
の
「
泉
堺
衆
絶
交
」
一
七 

と
い
う
二
首
の
偈
を
見
て
い

き
た
い
。 

  
 

耽
利
好
名
天
澤
孫 

霊
光
失
却
大
燈
門 

梨
冠
瓜
履
人
疑
念 

 

 
 

伎
俩
當
機
報
佛
恩 

参
学
之
徒
無
道
心 

紅
紫
朱
色
以
□
金 

忠
言
可
逆
人
々
耳 

 

牛
馬
面
前
空
鼓
琴 

 

 

こ
れ
ら
二
首
の
偈
か
ら
、
名
利
を
求
め
る
堺
衆
の
特
徴
と
逆
に
名
利
に

拘
ら
な
い
一
休
の
境
地
に
心
を
よ
せ
る
堺
衆
も
あ
っ
た
と
い
う
。
一
休
に

よ
っ
て
堺
と
大
徳
寺
の
縁
が
深
ま
り
、
そ
れ
以
降
、
堺
の
南
宗
寺
か
ら
大

                                        

                        

 

一
七 

宗
純
『
狂
雲
集
』（
民
友
社
、
一
九
〇
九
年
）
一
四
七
頁
。 
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徳
寺
住
職
に
出
世
す
る
と
い
う
コ
ー
ス
が
普
通
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
出

世
の
背
後
に
は
堺
財
閥
の
支
援
が
あ
り
、
豪
商
た
ち
の
あ
と
お
し
を
出
世

の
資
と
し
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
背
景
の
下
、
皮
革
商
の
紹
鴎
と

大
林
、
魚
商
の
利
休
と
古
渓
と
の
関
係
も
前
述
の
風
潮
の
延
長
線
上
の
も

の
で
あ
る
と
唐
木
順
三
氏
が
提
示
し
た
。
一
八 

そ
の
例
と
し
て
、
天
正
元

年
（
一
五
七
三
）
古
溪
宗
陳
の
大
徳
寺
入
山
式
に
は
巨
資
を
献
金
し
た
り
、

天
正
十
七
年
に
は
大
徳
寺
山
門
の
造
営
寄
進
を
図
っ
た
り
、
春
屋
の
聚
光

院
に
永
代
供
養
料
を
納
め
た
り
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。 

 
 

 

４
．
鉄
砲
の
調
達
者
・
仲
介
者
と
し
て
の
側
面
を
も
つ
利
休 

  

戦
国
時
代
、
信
長
と
秀
吉
は
政
治
的
目
的
の
た
め
に
茶
の
湯
を
活
用
し

て
い
た
。
こ
の
政
治
的
目
的
と
は
軍
需
品
の
入
手
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、

信
長
に
倣
っ
て
、
秀
吉
も
頻
繁
に
茶
会
を
催
し
て
堺
衆
を
招
待
し
て
い
た
。 

 

茶
会
記
に
は
、
秀
吉
が
開
催
し
た
茶
会
で
利
休
が
招
か
れ
た
の
が
十
九

会
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
正
客
で
あ
っ
た
会
は
九
会
あ
る
。
秀
吉
の
茶
会
で

茶
頭
を
務
め
て
い
た
利
休
は
、
秀
吉
の
茶
会
に
お
い
て
優
遇
さ
れ
て
い
た
。

そ
の
理
由
は
単
な
る
彼
の
茶
人
と
し
て
の
身
分
に
よ
る
も
の
だ
け
で
は

な
か
っ
た
。 

 

そ
の
理
由
を
辿
る
た
め
に
は
、
信
長
の
時
代
の
茶
会
に
つ
い
て
ふ
り
か

え
る
必
要
が
あ
る
。
ま
ず
、
竹
本
千
鶴
氏
の
『
織
豊
期
の
茶
会
と
政
治
』

を
も
と
に
関
連
の
箇
所
を
引
用
し
た
い
。 

 

（
天
正
三
年
）
四
月
八
日
、
信
長
は
本
願
寺
側
と
手
を
結
ぶ
三
好 

                                        

                        

 

一
八 

唐
木
順
三
『
唐
木
順
三
全
集
』
第
六
巻
（
筑
摩
書
房
、
一
九
六
七
年
）
二
十

九
頁
。 

山
城
守
康
長
が
守
る
河
内
高
屋
城
を
攻
撃
す
る
が
、
同
十
九
日
に 

笑
岩
は
松
井
友
閑
を
介
し
て
降
服
し
（
『
信
長
公
記
』）
、
十
月 

十
四
日
に
い
た
り
織
田
政
権
へ
の
服
属
の
証
と
し
て
「
天
下
無
双 

ノ
名
物
」
で
あ
る
「
三
日
月
」
の
葉
茶
壷
を
信
長
に
献
上
し
た
。 

河
内
攻
略
に
続
い
て
、
信
長
は
、
五
月
二
十
一
日
に
三
河
長
篠
で 

武
田
軍
に
勝
利
し
た
。
そ
の
主
因
が
大
量
の
鉄
砲
使
用
に
あ
る
こ 

と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
こ
の
時
、
鉄
砲
調
達
に
従
事
し
た
の 

は
「
奉
行
」
の
原
田
直
政
や
長
岡
藤
孝
で
あ
る
が
、
彼
ら
の
背
後 

に
津
田
宗
及
の
姿
が
見
え
る
こ
と
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。
さ
ら 

に
、
信
長
は
八
月
十
二
日
に
岐
阜
を
発
ち
、
北
国
に
向
け
て
進
発 

し
、
こ
れ
を
平
定
す
る
九
月
ま
で
一
向
宗
徒
と
の
激
戦
を
展
開
す 

る
が
、
こ
の
時
も
鉄
砲
の
備
品
を
調
達
し
た
者
の
中
に
「
堺
衆
」 

の
姿
が
あ
っ
た
。
千
宗
易
で
あ
る
。
一
九 

 

 

三
人
に
関
す
る
記
述
の
中
で
、
利
休
は
鉄
砲
の
備
品
の
調
達
者
と
し
て

言
及
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
史
実
は
千
利
休
宛
の
織
田
信
長
の
書
状
か
ら

も
う
か
が
え
る
。 

 

就
越
前
出
馬
鉄
砲
之
玉
千
到
来 

遥
々
之
懇
志
喜
入
候 

猶
原
田

備
中
守
可
申
候
也 

謹
言 

九
月
十
六
日
信
長
（
黒
印
） 

 
 
 
 

抛
筌
斎
二
〇 

                                         

                        

 
一
九 

竹
本
千
鶴
『
織
豊
期
の
茶
会
と
政
治
』（
思
文
閣
、
二
〇
〇
六
年
）
二
七
九

頁
。 

二
〇 

山
本
博
文
他
編
『
織
田
信
長
の
古
文
書
』（
柏
書
房
、
二
〇
一
六
年
）
二
九

八
頁
。 
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「
越
前
出
馬
」
か
ら
み
れ
ば
、
こ
れ
は
天
正
三
年
（
一
五
七
五
）
八
月

十
二
日
の
越
前
の
一
向
一
揆
征
伐
の
た
め
の
出
陣
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

る
。
ま
た
こ
の
戦
い
は
、
竹
本
氏
が
述
べ
て
い
る
利
休
が
鉄
砲
の
備
品
の

調
達
者
の
任
務
を
果
た
し
た
戦
い
に
当
た
る
と
い
え
よ
う
。 

 

利
休
の
軍
需
品
調
達
者
の
身
分
に
つ
い
て
は
、
秀
吉
時
代
に
入
る
と
、

関
連
資
料
が
見
つ
か
ら
な
い
た
め
不
明
で
あ
る
。
秀
吉
茶
会
は
、
堺
や
博

多
の
豪
商
を
多
く
招
い
た
ほ
か
、
信
長
の
旧
臣
や
諸
大
名
も
多
数
招
待
し

て
い
る
。
秀
吉
は
経
済
的
あ
る
い
は
政
治
的
な
目
的
を
も
持
っ
て
茶
会
を

開
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
茶
会
で
、
茶
頭
を
務
め
て
い
た
利
休
は

秀
吉
と
茶
会
の
客
人
た
ち
の
間
で
斡
旋
し
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る

が
、
彼
の
書
状
か
ら
は
政
治
活
動
を
行
っ
て
い
た
と
い
う
姿
の
一
端
を
う

か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。 

 

天
正
十
二
年
（
一
五
八
四
年
）
作
成
と
推
測
さ
れ
る
利
休
の
自
筆
書
状

が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
年
に
、
尾
張
北
部
の
小
牧
城
を
中
心
に
秀
吉
と
家

康
と
の
小
牧
山
合
戦
が
行
わ
れ
た
。
三
月
か
ら
十
一
月
に
か
け
て
半
年
以

上
に
わ
た
っ
た
こ
の
大
合
戦
の
際
に
、
利
休
か
ら
も
合
戦
に
つ
い
て
言
及

し
た
書
状
が
幾
つ
か
出
さ
れ
て
い
る
。 

 

そ
の
一
つ
に
、
近
江
の
西
教
寺
と
大
阪
市
末
吉
勘
四
郎
氏
が
そ
れ
ぞ
れ

所
蔵
し
て
い
る
利
休
自
筆
書
状
で
は
、
小
牧
山
合
戦
の
講
和
に
詳
し
く
言

及
し
て
い
る
。 

  
 

【
近
江
の
西
教
寺
所
蔵
】 

久
無
音
申
候
。
仍
、
壺
二
ケ
少
納
言
進
之
候
。
御
渡
所
仰
候
。
長
々 

御
気
も
入
、
難
申
尽
候
。
与
風
大
坂
へ
御
下
向
被
申
候
。
先
度
之 

御
折
紙
、
只
今
返
進
申
候
。
次
東
国
御
平
和
之
事
、
秀
吉
御
存
分 

に
去
六
日
ニ
相
済
之
由
、
態
従
御
陣
申
来
候
。
定
而
其
元
其
聞
可 

為
同
前
候
。
猶
追
々
可
申
候
。 

恐
惶
謹
言
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

抛
筌
斎 

 

（
天
正
十
二
年
） 

 
 
 

九
月
十
二
日 

 
 
 
 

宗
易
（
花
押
） 

 

福 

寿 

院 

 

 
 

【
大
阪
市
末
吉
勘
四
郎
氏
所
蔵
】 

追
申
候
。
無
事
ニ
御
入
と
承
候
。
秀
吉
御
直
筆
御
上
様
は
無
之
候
。 

三
助
さ
ま
は
御
む
す
め
子
、
家
康
は
む
す
子
、
石
川
は
う
き
、
さ 

か
い
左
衛
門
尉
両
人
共
、
む
す
子
に
て
候
。
人
質
を
出
候
へ
と
申 

候
。
扱
ま
て
に
候
。
は
や
す
み
可
申
候
。 

御
心
安
か
る
へ
く
候
。
昨
日
御
城
よ
り
堺
へ
も
此
ふ
ん
申
遣
候
へ 

く
候
間
、
わ
ざ
と
人
を
遣
候
。
其
辺
、
丁
へ
も
此
分
可
被
仰
候
。 

か
し
く
。 

 
 
 

 
 
 
 
 

  

桑
田
忠
親
氏
に
よ
る
と
、
こ
れ
ら
の
書
状
は
、
小
牧
山
合
戦
の
第
一
回

目
と
第
二
回
目
の
講
和
が
暫
定
的
に
結
ば
れ
た
時
の
も
の
で
あ
る
。
「
次

東
国
御
平
和
之
事
、
秀
吉
御
存
分
に
去
六
日
ニ
相
済
之
由
、
態
従
御
陣
申

来
候
。
定
而
其
元
其
聞
可
為
同
前
候
。
猶
追
々
可
申
候
。
」
と
あ
る
よ
う

に
、
利
休
は
講
和
の
内
容
に
つ
い
て
詳
し
く
知
り
う
る
立
場
に
あ
り
、

刻
々
と
変
化
し
て
い
く
講
和
に
関
す
る
状
況
に
つ
い
て
書
状
の
送
り
先

で
あ
る
福
寿
院
に
伝
え
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
「
三
助
さ
ま
は
御
む

す
め
子
、
家
康
は
む
す
子
、
石
川
は
う
き
、
さ
か
い
左
衛
門
尉
両
人
共
、

む
す
子
に
て
候
。
人
質
を
出
候
へ
と
申
候
。
」
か
ら
も
、
利
休
は
第
二
回

目
の
講
和
の
条
件
に
も
詳
し
い
こ
と
が
読
み
取
れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら

の
書
状
か
ら
、
利
休
が
政
治
機
密
に
つ
い
て
詳
し
く
知
っ
て
い
た
こ
と
か

ら
、
利
休
は
秀
吉
に
と
っ
て
単
な
る
茶
頭
だ
け
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
推
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趙亜男「千利休の身分と人物像に関する一考察」  

 

測
さ
れ
る
。 

 
ま
た
、
天
正
十
二
年
九
月
十
八
日
、
利
休
が
尾
張
に
転
戦
中
の
高
山
右

近
、
富
田
左
近
、
芝
山
監
物
な
ら
び
に
古
田
織
部
の
四
人
の
武
将
に
宛
て

て
出
し
た
手
紙
に
は
、 

 

 

し
か
と
申
し
入
れ
て
お
き
ま
す
。
無
事
敵
を
破
っ
た
と
の
こ
と
で
す

が
、
気
が
か
り
で
仕
方
な
く
、
わ
ざ
わ
ざ
秀
吉
様
が
飛
脚
を
送
っ
て

尋
ね
ら
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
返
事
が
な
い
の
は
ど
う
し
た
こ
と

で
し
ょ
う
。
ご
返
事
の
ほ
ど
重
ね
て
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 

九
月
十
八
日 

 

と
あ
る
。
し
か
し
、
秀
吉
が
四
武
将
あ
て
に
出
し
た
信
書
に
対
す
る
返
信

が
届
か
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
秀
吉
の
代
わ
り
に
手
紙
を
使
っ
て
事
情
を

尋
ね
る
利
休
の
姿
が
う
か
が
え
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
利
休
は
政
治
機
密

に
詳
し
い
だ
け
で
な
く
、
秀
吉
の
た
め
に
政
治
的
仲
介
者
と
し
て
の
役
割

を
務
め
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
具
体
的
に
ど
の
程
度
ま
で

秀
吉
の
政
治
に
携
わ
っ
て
い
た
の
か
は
こ
の
書
状
の
み
で
は
判
明
し
な

い
が
、
秀
吉
の
茶
頭
と
し
て
利
休
は
、
秀
吉
が
目
指
し
て
い
た
軍
事
的
戦

略
と
外
交
上
の
政
策
を
把
握
し
た
う
え
で
、
講
和
な
ど
の
目
的
で
催
さ
れ

た
茶
会
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
少
な
く
と
も
講
和
の
条
件
を
伝
達
す
る

役
割
を
は
た
し
て
い
た
こ
と
が
推
測
で
き
よ
う
。
し
か
し
、
利
休
を
秀
吉

の
「
政
治
顧
問
」
二
一 

と
称
す
る
先
学
が
い
る
が
、
そ
こ
ま
で
い
え
る
か

ど
う
か
は
確
実
な
史
料
が
な
け
れ
ば
確
定
で
き
な
い
と
い
え
よ
う
。 

 
 三 

利
休
の
切
腹
か
ら
み
た
利
休
の
多
面
性 

                                        

                        

 

二
一 

加
来
耕
三
「
商
人
か
ら
秀
吉
の"

政
治
顧
問"

へ 

千
利
休
」『
商
工
ジ
ャ
ー
ナ

ル
』
四
七
二
号
（
二
〇
一
四
年
七
月
）
七
十
二
頁
。 

 
 

 

天
正
十
九
年
正
月
二
十
日
ご
ろ
よ
り
、
大
徳
寺
山
門
の
利
休
木
像
が
問

題
に
な
り
、
二
月
十
三
日
、
秀
吉
よ
り
堺
へ
追
放
令
が
下
り
、
堺
に
下
向

し
蟄
居
し
た
が
、
二
十
五
日
ご
ろ
に
突
然
秀
吉
よ
り
切
腹
の
命
令
を
下
さ

れ
た
。
そ
の
後
、
辞
世
の
偈
と
和
歌
と
遺
産
処
分
状
を
書
き
、
二
十
八
日
、

聚
楽
屋
敷
内
で
切
腹
し
た
。 

 

利
休
が
切
腹
を
命
ぜ
ら
れ
た
原
因
に
関
し
て
緒
説
が
伝
わ
っ
て
い
る

が
、
よ
く
論
述
さ
れ
た
項
を
ま
と
め
て
み
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。 

 

①
大
徳
寺
山
門
の
楼
閣
に
利
休
自
身
の
雪
駄
履
の
木
像
を
あ
げ
た
（
木 

 
 

像
事
件
） 

 

②
私
利
欲
の
た
め
安
い
茶
器
を
高
価
で
売
る
と
い
う
売
僧
の
所
行
が 

あ
っ
た 

 

③
秀
吉
が
利
休
の
娘
を
所
望
し
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、
利
休
が
こ
れ
を
拒

否
し
た 

 

④
利
休
の
自
負
心
と
秀
吉
と
の
内
面
的
抗
争
が
秀
吉
の
怒
り
を
買
っ 

 
 

た 

 

⑤
豊
臣
秀
長
死
後
、
豊
臣
政
権
内
の
政
治
闘
争
に
巻
き
込
ま
れ
て
犠 

 

牲
に
な
っ
た 

 

 

①
の
木
像
事
件
に
つ
い
て
、
伊
達
家
の
家
臣
で
あ
る
鈴
木
新
兵
衛
が
、 

利
休
の
切
腹
し
た
翌
日
の
二
月
二
十
九
日
に
、
国
元
の
家
老
石
母
田
景
頼

に
送
っ
た
上
洛
中
の
伊
達
宗
政
の
近
況
を
報
じ
た
書
状
に
は
、
「
茶
湯
の

天
下
一
宗
易
、
無
道
の
刷
年
月
連
続
の
上
、
御
追
放
、
行
方
無
く
候
。
然

る
所
に
右
の
宗
易
、
其
身
の
形
を
木
像
に
作
り
立
て
、
紫
野
大
徳
寺
に
納

め
ら
れ
候
を
、
殿
下
様
よ
り
召
上
げ
ら
れ
、
聚
楽
の
大
門
も
ど
り
橋
と
申

し
候
所
に
、
張
付
に
か
け
さ
せ
ら
れ
候
。
木
像
の
八
付
、
誠
に
前
代
未
聞

の
由
、
京
中
に
申
す
事
に
候
。
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
そ
れ
が
故
に
、

こ
れ
が
利
休
を
切
腹
さ
せ
て
死
に
至
ら
せ
た
直
接
の
原
因
と
し
て
伝
わ
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っ
て
い
る
。 

 
②
は
利
休
の
商
人
像
を
よ
く
反
映
す
る
説
と
し
て
注
目
さ
れ
る
価
値

が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
経
済
的
理
由
で
利
休
に
切
腹
の
死
を
賜
っ
た

と
い
う
考
え
方
は
危
う
い
と
思
う
。 

 

③
に
つ
い
て
利
休
と
同
時
に
茶
頭
の
座
に
つ
い
て
い
た
茶
人
今
井
宗

久
は
、
武
野
紹
鴎
の
娘
婿
と
な
り
、
紹
鴎
の
息
子
で
あ
る
武
野
宗
瓦
と
の

遺
産
紛
争
に
勝
利
し
た
た
め
紹
鴎
の
産
業
や
茶
器
を
受
け
継
い
だ
。
秀
吉

も
同
じ
企
図
だ
ろ
う
と
、
利
休
は
知
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
秀
吉

が
こ
の
企
図
を
持
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
利
休
の
家
財
の
膨
大
さ
が
伺
わ

れ
る
。 

 

④
に
つ
い
て
秀
吉
が
嫌
い
だ
っ
た
黒
茶
碗
を
頻
繁
に
使
用
し
た
り
、
秀

吉
が
望
ん
だ
婚
約
を
拒
否
し
た
り
す
る
こ
と
な
ど
、
秀
吉
に
対
す
る
利
休

の
内
面
的
抗
争
が
利
休
の
政
治
野
心
の
表
現
で
あ
る
と
よ
く
論
述
さ
れ

て
い
る
。 

 

⑤
に
つ
い
て
茶
道
研
究
家
で
あ
る
生
形
貴
重
氏
は
「
秀
吉
が
育
て
た
官

僚
的
な
大
名
グ
ル
ー
プ
の
台
頭
に
よ
り
、
秀
吉
の
天
下
取
り
を
支
え
る
軍

事
的
な
役
わ
り
を
果
た
す
大
名
衆
と
の
間
に
亀
裂
を
生
み
出
し
て
い
た

の
だ
」
二
二 

と
述
べ
て
い
る
。
官
僚
大
名
の
石
田
三
成
た
ち
が
大
徳
寺
と

堺
を
攻
撃
し
た
影
響
を
受
け
て
、
利
休
が
切
腹
に
至
っ
た
こ
と
は
周
知
の

通
り
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
利
休
の
政
治
色
が
よ
り
強
く
な
る
で
あ
ろ
う
。 

 
 
 

四 

お
わ
り
に 

  

武
士
で
は
な
く
茶
人
と
し
て
の
利
休
に
切
腹
を
命
じ
た
こ
と
に
つ
い

て
は
、
大
い
に
不
思
議
に
感
じ
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
本
稿
で
は
、
利
休
の

                                        

                        

 

二
二 

生
形
貴
重
「
下
剋
上
に
生
き
た
利
休
と
大
徳
寺
」『
茶
道
雑
誌
』
八
十
号
（
二 

〇
一
六
年
四
月
）
三
十
頁
。 

身
分
と
人
物
像
の
考
察
を
試
み
て
き
た
。
そ
の
結
果
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

利
休
は
茶
人
と
し
て
わ
び
・
さ
び
を
探
求
す
る
面
が
強
調
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
れ
以
外
に
も
営
利
観
念
が
強
い
商
人
と
し
て
の
一
面
も
あ
る
。
利
休
が

茶
の
湯
の
道
を
探
究
す
る
と
と
も
に
禅
宗
信
仰
に
徹
し
て
い
る
禅
人
と

し
て
の
姿
勢
が
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
た
。
さ
ら
に
、
利
休
は
織
田
信
長

と
豊
臣
秀
吉
の
茶
頭
で
あ
り
な
が
ら
、
鉄
砲
調
達
者
と
政
治
的
仲
介
者
と

し
て
軍
事
・
政
治
的
役
割
も
果
た
し
た
。 

 

以
上
か
ら
、
利
休
が
商
人
・
茶
人
・
禅
人
・
政
治
関
係
者
と
い
う
多
重

身
分
を
持
っ
て
い
た
重
要
な
人
物
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
と
同
時
に
、
売

買
・
文
化
・
宗
教
・
政
治
と
い
う
四
つ
の
方
面
と
関
り
を
持
っ
て
い
た
利

休
の
人
物
像
の
多
面
性
も
伺
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。 

 

ま
た
、
利
休
の
人
物
像
と
性
格
に
つ
い
て
は
、
歴
史
家
で
あ
る
加
来
耕

三
氏
の
論
文
に
は
、
「
『
南
方
録
』
『
松
風
雑
話
』
『
茶
話
指
月
集
』
『
茶
道

望
月
集
』
な
ど
の
書
に
は
、
い
ず
れ
も
、
利
休
の
傲
岸
不
遜
な
言
動
が
、

少
な
か
ら
ず
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
加
え
て
利
休
は
、
金
銭
に
異
常
な
ま
で

の
執
着
心
を
も
ち
、
利
益
の
た
め
に
は
周
囲
の
人
々
す
ら
思
い
や
ろ
う
と

し
な
い
、
守
銭
奴
と
み
ら
れ
て
も
仕
方
の
な
い
痕
跡
す
ら
と
ど
め
て
い

た
。
」
二
三 

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
「
傲
岸
不
遜
」「
守
銭
奴
」
か
ら

自
負
と
吝
嗇
と
い
う
性
格
を
持
っ
て
い
る
利
休
の
人
物
像
が
見
ら
れ
る

が
、
こ
れ
を
そ
の
ま
ま
信
用
で
き
る
か
ど
う
か
問
題
で
あ
る
。 

 

本
稿
は
利
休
の
身
分
と
人
物
像
に
つ
い
て
文
献
的
考
察
を
加
え
た
も

の
で
あ
る
。
秀
吉
政
権
に
お
い
て
重
要
な
位
置
に
務
め
て
い
た
利
休
は
、

な
ぜ
切
腹
に
よ
る
死
を
命
ぜ
ら
れ
る
悲
劇
に
見
舞
わ
れ
た
の
か
。
切
腹
の

原
因
は
利
休
の
身
分
と
人
物
像
と
ど
の
よ
う
な
関
係
で
あ
る
か
は
興
味

深
い
と
こ
ろ
で
あ
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
の
課
題
と
し
た
い
。 

                                        

                        

 

二
三 

加
来
耕
三
「
歴
史
の
同
時
性
（
そ
の
三
）
天
下
人
、
秀
吉
を
錯
覚
し
た
千
利

休
」
『
歴
史
研
究
』
六
四
六
号
（
二
〇
一
六
年
）
六
十
七
頁
。 
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趙亜男「千利休の身分と人物像に関する一考察」 

 

千利休的身份与人物像考 

                                     赵 亚男 

有关茶圣千利休的研究，主要集中在利休将闲寂茶发展并植根于日本

上的贡献等等以茶汤为主题的内容等方面。其次，虽然千利休在丰臣秀吉

的命令下切腹自杀也备受关注，但是，其原因至今未有定论。作为一介茶

人的千利休被当权者丰臣秀吉下令用切腹的方式自杀这一点来看，利休的

身份绝不只是一个茶人而已。由于本来，利休研究中关于其身份和人物像

的内容就比较少，所以此篇论文中我想在介绍利休生平的基础之上，分别

从交易，文化，宗教，政治这四个方面来考察利休的身份和人物形像。 

此次考察，笔者除了了解到利休是一个集商人，茶人，禅人和政治关

联者多重身份于一身的重要人物之外，也窥测出利休人物形像的多面性。

一直以来，利休作为闲寂茶的集大成者一直是被神化视之的。基于此背景，

拙论的目的在于通过对被忽略的利休的身份和人物像的考察来探究利休

的真面貌与他社会性的一面。 

关键词∶ 千利休 身份 人物形像 
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